
平成２２年６月 決算版

㈱　勝　島　経　営　研　究　所

環 境 活 動 レ ポ ー ト



 環境方針

  外部環境へ順応するために内部環境を変革し、

  社会貢献の一端を担う企業として、

  地域社会の環境保全活動に尽力します。

1.    当社の業務及びサービスが与える環境影響を適切に
       把握するために、環境負荷・取組への評価を行います。

2.   評価に基づき環境目標を設定し、定期的に見直して、
     全従業員で継続的な改善に取り組みます。

3.    当社の事業に関連する環境の法規制及び当社が
      同意するその他の要求事項を遵守します。

4.    重点的に以下の項目について、活動計画を策定し、
       実行します。

         ①    電気消費量の削減
         ②    ガス・水道消費量の削減
         ③    ガソリン消費量の削減
         ④    廃棄物の削減・リサイクルの推進

5.   朝礼・定期ミーティングを通して、本方針を
　　全従業員に周知するとともに、環境保全の重要性に
     対する自覚と意識向上を図ります。

6.   当社の活動内容は、『環境活動レポート』として、
　　一般の方々に閲覧できるように致します。

制定

㈱勝島経営研究所

代表取締役　勝島朝子

平成17年7月11日
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会社概要

事業者名
　　　　株式会社　勝島経営研究所ビジネスカツシマ
　　　　代表取締役　勝島　朝子

所在地
　　　　新潟県上越市栄町２丁目３番３号

環境管理責任者（環境コミュニケーション窓口）

　　　　二宮　直人

会社の規模
　　　設立：１９９０年７月１４日
　　　資本金：１０００万円
　　　社員数：１７名
　　　延べ床面積：３０５．２㎡

事業内容

アカウンティング事業
　　　○月次試算表、決算書類作成及び経営指導 　
　　　○経営分析、事業計画書作成　○カツシマ通信発刊
　　　○決算報告会　 ○株式評価　○標準保障額算定 　　　 　
　　　○相続シュミレーション　 　

コンサルティング事業
　　   ○ＨＰ作成、運営支援 　○ＩＴソリューション支援 　
　　   ○マーケティング支援 　○各種研修会　開催　
　　   ○ＩＳＯ9001、14001認証支援 　○ＥＡ21認証支援
　　   ○資産運用支援 　○不動産仲介

アウトソーシング事業
　　   ○総務代行業務 　○営業支援業務 　　
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環境目標と実績

達　成
状　況

※　2010年度＝平成21年7月～平成22年6月

循　環　資　源　量
２０．１％　減　少

2008年数値の5％向上

2007年数値の5％削減

廃棄物等総排出量

水資源投入量 ○

2007年数値の5％削減

2005年数値の5％削減 ３０．２％ 削減

温室効果ｶﾞｽ排出量 ○2005年数値の5％削減

総ｴﾈﾙｷﾞｰ投入量 ○2005年数値の5％削減 ２４．２％ 削減

総物質投入量 ×０．７％ 増

項　目 2010年目標 2010年実績

最　終　処　分　量
７１．７％　削減

２４．０％ 削減

×

○
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環境目標と実績-2

1.総エネルギー投入量

-25.2 ％削減 kwh

-25.2 ％削減 MJ

-6.0 ％削減 ㎥

-6.0 ％削減 MJ

-25.9 ％削減 ℓ

-25.9 ％削減 MJ

- ％ ℓ

- ％ MJ

-24.2 ％削減 MJ

※総エネルギー投入量＝消費量×単位発熱量
単位発熱量：電　気 9.83 (MJ/kWh)

ガ　ス 41.1 (MJ/Nm3)
ガソリン 34.6 (MJ/l)
灯油 36.7 (MJ/l)

合　計
623,642.42

投入量・当期 投入量・2005

472,535.49

単位

比較 単位

比較

比較

投入量・当期 投入量・2005

項目 消費量・当期 消費量・2005 比較

189,716.64 255,974.26

比較

ガ　ス

315 335

投入量・当期 投入量・2005

12,946.5 13,768.5

投入量・当期 投入量・2005

264,771.05 353,899.66

項目 消費量・当期 消費量・2005

項目 消費量・当期

電　気

26,935 36,002

投入量・2005

単位

比較

比較ガ ソ リ ン

項目 消費量・当期 消費量・2005

灯　油

単位

消費量・2005 比較

139.0 0.0

単位

単位

比較 単位

5,483.14 7,398.10

投入量・当期

単位

単位

5,101.3 0.0
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環境目標と実績-3

2.総物質投入量

3.水資源投入量

4.温室効果ガス排出量

-25.2 ％削減 kwh

-25.2 ％削減 Ｋｇ-ＣＯ２　

-6.0 ％削減 ㎥

-6.0 ％削減 Ｋｇ-ＣＯ２　

-25.9 ％削減 ℓ

-32.3 ％削減 Ｋｇ-ＣＯ２　

- ％ ℓ

- ％ Ｋｇ-ＣＯ２　

灯　油 排出量・当期

664.16 706.32

ガ ソ リ ン

5,483.14 7,398.10

排出量・当期 排出量・2005 単位

11,626.87 17,175.87

項目 消費量・当期 消費量・2005 比較

13,608.76

項目 消費量・当期 消費量・2005 比較

ガ　ス

315 335

排出量・当期 排出量・2005

項目 消費量・当期 消費量・2005

電　気

26,935 36,002

排出量・当期 排出量・2005

10,181.43

印刷・コピー用紙 0.7

上　水　道 261

項目 消費量・当期 消費量・2005

２００７年度

当　期資源の種類 比　較

Ｋｇ938.8

項目 消費量・当期 消費量・2005 比較

単位

％削減

単位

374 ㎥-30.2

比較

比較

増加

排出量・2005 比較

139.00

945 単位

％

0.00

比較 単位

単位

単位

単位

比較 単位

0

単位

比較

346.38
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環境目標と実績-4

4.温室効果ガス排出量

-27.5 ％削減 Ｋｇ-ＣＯ２　

※温室効果ガス排出量＝消費量×排出係数　①
or 消費量×排出係数×単位発熱量　②

　　排出係数：電　気 ①
ガ　ス ②
ガソリン ②
灯油 ②

5.廃棄物等総排出量
単位

増　減

※循環資源量　（リサイクルされるもの）
　・新聞紙・ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ・缶・ビン・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ・紙パック
　・プラスチック・雑誌・ｾｷｭﾘﾃｨ文書
※最終処分量
　・白上質紙・可燃ゴミ・不燃ゴミ

530.0

最終処分量

0.0679

△ 220.0

総排出量 1024.4 ％減

2007・2008 差　引

0.378
0.0513

合　計
排出量・当期 排出量・2005 比較

31,490.95

-20.1

146.5 ％減517.6

1616.7

-71.7

-36.6

△ 278.2
その他不燃ゴミ 10.8 Ｋｇ

循環資源量 877.9 ％減

28.6 △ 17.8

1099.1

△ 7.4
プラスチック 70.5 Ｋｇ

その他可燃ゴミ 135.7 Ｋｇ

68.7

413.9

1.8

△ 14.3

ペットボトル 9.3 Ｋｇ

紙パック 50.4 Ｋｇ

14.3

57.8

△ 5.0

0.0671

360.9 Ｋｇ

ダンボール 60.3 Ｋｇ

新聞紙・雑誌類 317.7

74.6

43.2

白上質紙 0.0 Ｋｇ75.1 △ 75.1
当　期資源の種類

Ｋｇ

ビン 8.4 Ｋｇ

20.1

15.9

△ 12.0

△ 7.5

缶 8.1

単位

22,818.84

比　較

ｾｷｭﾘﾃｨ文書 310.0 Ｋｇ
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主要な環境活動計画の内容

環境目標を達成する為の取組

☆電気消費量の削減

・外出時、各自ＰＣの電源ダウン・省エネ電球への切替

・クールビズ・ウォームビズ実施

　エアコン　夏場　２８℃　冬場　２０℃　設定

　社内ではノーネクタイ

・ブラインド、扇風機による室温、空調管理

・週1回程度「ノー残業デー」を設ける

☆ガス消費量の削減

・湯沸し時の火力調整に気をつける

・夏場の給湯器使用を控える

☆水道消費量の削減

・トイレタンクに水入りペットボトル投入し

　貯水量を削減する

・蛇口の水漏れ、出しっ放しに注意する

☆ガソリン消費量の削減

・燃費向上器具、ランナップを車輌の
　給油タンクへ投入　３台実施中　
・その他燃費向上器具の調査、取付　リッツ１台実施中
・安全運転によるエコドライブ実施
・方向、路線を考慮した車輌の計画的共同利用
　の実施
・車輌別の月次燃費を測定し、良燃費車の
　使用頻度を向上させる
　また、燃費不良車の廃車等を検討
・不良燃費車両の駐車場所変更
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主要な環境活動計画の内容-2

環境目標を達成する為の取組

☆廃棄物の削減・リサイクルの推進

・印刷時の裏紙使用、裏紙トレーの設置

・両面コピー、２ｕｐ印刷の推進

・メール、サイボウズ（グループウェアソフト）

　の活用による紙使用量の削減

・月末のコピー用紙在庫管理による月次使用量の把握

・分別ゴミの推進

・日々のゴミ排出量を秤により測定し、

　排出状況を確認する

・使用済み封筒の再使用

・通い箱（エコバック）の推進

・機密文書はリサイクルセンターにて廃棄

☆環境教育

・車両別燃費チェック

・ＥＡ２１の運用、管理

・緊急事態への対応

・環境上の法規制　当社の責務について

☆環境ボランティア活動への参加

・19年8月、20年4月に環境クリーン活動(地域清掃)実施

平均値 目標

471888MJ -1%

275㎥ -5%

23766㎏-CO2 -1%

947㎏ -3%

925㎏ +5%

138㎏ -7%

総物質投入量

循環資源量

最終処分量

水資源投入量

温室効果ガス排出量

☆中期環境目標

総エネルギー投入量  ※総エネルギー投入量：過去3年平均
　　水資源投入量　　　 ：過去5年平均
　　温室効果ガス
　　循環資源量　　　　 ：過去２年平均
　　最終処分量
　　総物質投入量　　　 ：過去4年平均

　　過去分の数値変動を考慮して設定。
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環境活動の取組結果の評価

☆総エネルギー投入量・温室効果ガス排出量について

　電気については消費量を25.2％削減、ガスについては6％
削減、ガソリンについては25.9％削減となった。
　ガソリンに関しては、燃費の悪い車輌が無くなったことも
影響している。又、９台中５台で燃費の向上が見られた。

　総エネルギー投入量は、24.2％の削減、温室効果ガス排出量
は、24％の削減となった。

　来期は、「ノー残業デー」を設けることによるさらなる電気
量の削減に努める。ガソリンは引き続き、良燃費車の優先使用
を奨励していくと共に、社外研修等を通して意識の向上を促していく。

環境への取組の自己チェックの結果

環境への取組の自己チェックの結果

Ｈ21.6　時点

総エネルギー対策

総合点 評価点

46温室効果ガス対策

総合点 評価点 達成率％

44 95.7
Ｈ22.6　時点

46 44 95.7

Ｈ21.6　時点
28 12 42.9

28 12 42.9
Ｈ22.6　時点

達成率％
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環境活動の取組結果の評価-2

☆総物質投入量について

　印刷・コピー用紙については、0.7％の増加となり、目標
とする5％削減には至らなかった。
　増加の原因と特定できる特別な事象は無い。日常的な所内
文書と製品との意識的な用紙の使用を呼びかけ、裏紙の利用
率を高める活動を行いたい。

環境への取組の自己チェックの結果

☆水資源投入量について

　投入量は、30.2％の削減となった。
　来期以降も目標を達成できるように、効果的な活動を継続して実施
していく。

環境への取組の自己チェックの結果

16

34

水資源投入対策

達成率％
Ｈ21.6　時点

包装材等消費対策

総合点 評価点

34

Ｈ22.6　時点

総合点 評価点

16 10 62.5

10 62.5

Ｈ22.6　時点
15 44.1

15 44.1

達成率％
Ｈ21.6　時点
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環境活動の取組結果の評価-3

☆廃棄物等総排出量について

　循環資源量については、20.1％のリサイクル率の減少、
最終処分量については、71.7％の削減となった。
　リサイクル率の減少については、１２月から３月の年末
調整・確定申告時に排出された処分ごみの分別がうまくい
っていなかったことが考えられる。

　来期からは３月から１２月を分別強化月間として全社員

に周知させ、分別の徹底を行っていく。

　裏紙使用・シュレッダー廃棄物の再資源利用は来期も

引き続き行っていき、リサイクル率向上・処分ごみの
さらなる削減を目指していく。

環境への取組の自己チェックの結果

環境への取組の自己チェックの結果

Ｈ22.6　時点

達成率％

50 50

廃棄物排出対策 50 50

評価点
Ｈ21.6　時点

100.0

総合点

100.0

達成率％

環境経営ｼｽﾃﾑ

総合点

Ｈ22.6　時点
88 69 78.4

評価点
Ｈ21.6　時点

88 69 78.4
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　総　括

　　　　　　　　　　　　　

当社は、ＥＡ２１の取組において、「企業内のストレスを増やさな

い」ことを第一と考えていた。

社内の人間的エネルギー、やる気、パワーを損なわないことを前提に、

リバウンド無き環境企業体質の維持を目標として来た。

だれもが始められ、続けられる「記録すること」でできる削減、言わ

ば「ＣＯ２レコーディング・ダイエット」を実践してきた。

活動の中で「ＣＯ２レコーディング・ダイエット」は成果が上がるこ

とを証明できた。

取組みの中、今期の値は当社の事業規模を反映したものであると考え

ている。しかし、今期の冬期間の寒さは暖房用の購入電力を押し上げた。

来期からは「ストレスは少なく、知恵でさらに減らす」活動を見つけ、

気候変動によるエネルギー消費の増加を食い止めたい。

社外に向けた活動も継続して行く。当社の得意分野である、ＣＯ２を

計る能力、ＣＯ２を削減する能力、コストダウンの能力、会社の仕組み

創りの能力を活用する。ＥＡ２１の活動を当社以外の企業・団体に広げ

る広報活動、ＥＡ２１認証支援活動を推進する。

他方、排出削減だけでなく吸収量を増やす活動を行う。温室効果ガス

の吸収に対する認識として、海洋が80％、森林が20％と言われており、

植樹・植樹募金などの取り組みを開始したい。

政府の「新成長戦略」には「環境未来都市」が掲げられている。ＥＡ

２１の規格も２００９年版へ移行し、取組みの更なる進化が求められて

いる。

政策や規格を弾みとして受け止め、上越市が「環境未来都市」となる

べく活動を積み重ねたい。

代表取締役 勝島朝子
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環境関連法規への違反、訴訟等の有無

☆違反、訴訟等について

環境関連法規への違反は無し。なお関係機関等からの指摘は無
く、訴訟等についても同様に１件も無し。
なお関係機関等からの違反等の指摘は過去３年間ありません。

　　株式会社　勝島経営研究所ビジネスカツシマ
　　〒942-0072　新潟県上越市栄町２丁目３番３号

連絡先　　ＴＥＬ　０２５－５４５－５６７８
　　　　　ＦＡＸ　０２５－５４５－５６７７

     ＵＲＬ：http：//www.0255.co.jp/katsushima/
　　 Ｅ－mail    shibuya＠0255.co.jp
　 　担当者　　渋谷 恭子

グリーン購入法 第５条　事業者及び国民の義務

廃棄物の処理及び
第３条　事業者の責務

清掃に関する法律

家電リサイクル法
第６条　事業者及び

消費者の責務

パソコンリサイクル法
第４条　事業者等の責務

第５条　消費者の責務

主な適用法規 該当する活動
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